



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































が県内ではおよそ 500 〜 1,100 ｍの間に限
かぎ
られ
ます。よく似
に
た種のヨコモン（図７）は、主に
ブナ帯上部から亜
あ
高
こう
山
ざん
帯
たい
針
しん
葉
よう
樹
じゅ
林
りん
に生息してお
り、標高帯によってすみ分けています。チャイ
ロ（図８）は、平地から亜
あ
高
こう
山
ざん
帯
たい
までと、とて
も広い標高帯に生息する種です。海岸線のすぐ
近くに森林がある氷見市や朝日町の一部では海
の近くの林にも生息し、高い場所では立山の弥
み
陀
だ
ヶ
が
原
はら
にも姿
すがた
がみられます。ここで紹
しょう
介
かい
したそ
図５　亜
あ
高
こう
山
ざん
〜高山帯にすむフィリ
図６　主に低山にすむニセヨコモン
図７　主に亜
あ
高
こう
山
ざん
帯
たい
にすむヨコモン
図８　生息環
かん
境
きょう
が幅
はば
広
ひろ
いチャイロ
　図９　富山に生息するいくつかのヒメハナカミキリの
　　　　垂
すい
直
ちょく
分
ぶん
布
ぷ
とやまと自然
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れぞれの種が生息する標高帯を図９に示
しめ
しまし
た。このように富山県では、平地にも生息する
種や、亜
あ
高
こう
山
ざん
帯
たい
や高山帯にのみ生息する種まで
みられ、標高が変わるにつれて種構
こう
成
せい
も変化し
ていきます。3,000 ｍ級の山々を有する富山県
ならではの特
とく
徴
ちょう
といえるでしょう。
富山の特
とく
徴
ちょう
③　県東部産個
こ
体
たい
の模
も
様
よう
には東北地方の特
とく
徴
ちょう
　また、体色や上
じょう
翅
し
の模
も
様
よう
にも、富山県らしい
特
とく
徴
ちょう
がみられます。ムネアカヨコモンは、本州
中部日本海側から東北地方にかけて、北にむか
うほど体の黒色斑
はん
紋
もん
が小さくなり、体全体が黄
白色となる傾
けい
向
こう
があります。アサマも本州中部
日本海側の山地から東北地方にかけて、同じく
体の黒色部が退
たい
化
か
し、全身黄白色となる傾
けい
向
こう
が
みられます（図 10）。県内では、朝日町などの
県の東
とう
端
たん
部
ぶ
でのみ、白化個
こ
体
たい
が見られます。ま
た、北アルプス北部の長野県と新
にい
潟
がた
県
けん
の県
けん
境
きょう
付
近を中心に分
ぶん
布
ぷ
するハクバは斑
はん
紋
もん
がほとんどな
い種ですが、県内では東
とう
端
たん
部
ぶ
でしかみられませ
ん。このように、県東部の朝日町周辺では全身
が黄白色で、斑
はん
紋
もん
のほとんどない種が同じ場所
に何種も存
そん
在
ざい
することになります（図 11）。
おわりに
　富山県に生息するヒメハナカミキリについ
て、代表的な種や地
ち
域
いき
性
せい
などを紹
しょう
介
かい
しました。
ヒメハナカミキリは、細かくみると、種ごと・
地
ち
域
いき
ごとにたいへん多くの変
へん
異
い
や特
とく
徴
ちょう
を備
そな
えて
います。富山県という狭
せま
い範
はん
囲
い
だけでも、調べ
ていない場所はまだまだ残されており、今回紹
しょう
介
かい
できたのは、ヒメハナカミキリの持つ複
ふく
雑
ざつ
さ
（多
た
様
よう
性
せい
）の中のほんの一部です。
　複
ふく
雑
ざつ
さをさらに詳
くわ
しく調べるためには、同じ
ような状
じょう
態
たい
の標本をつくり、同じような条
じょう
件
けん
の
写真を撮
と
ってじっくりと見
み
比
くら
べたり、解
かい
剖
ぼう
した
り、遺
い
伝
でん
子
し
（ＤＮＡ）情
じょう
報
ほう
を調べたりする必要
があります。ヒメハナカミキリを求めて険
けわ
しい
山道を登り、ヘトヘトに疲
つか
れて帰ってきても、
捕
つか
まえたサンプルをきちんと標本にするには、
もうひと頑
がん
張
ば
りが必要です。大変ですが、コツ
コツ集めた標本を並
なら
べ、じっくりと眺めてみる
と、そうした大変さも忘
わす
れてしまうくらいに夢
む
中
ちゅう
になってしまいます。比
ひ
較
かく
を重ねて新しいこ
とに気付いたときは、とてもうれしいものです。
今後も富山県のヒメハナカミキリについて、さ
らに調
ちょう
査
さ
を進めていきたいと思います。
図11　全身が白化傾
けい
向
こう
にある県東部のヒメハナカミキリ
　　図10　富山県東部とそのほかの地
ち
域
いき
の模
も
様
よう
比
ひ
較
かく
　　　　　（矢印の部分に注目）
ハクバ♀アサマ♀
白化傾向が強い
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アサマ♂
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